
安政の大獄で囚われた幕末勤皇の志士 

斎藤
さいとう

昌
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麿
まろ

の墓
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 斎藤昌麿は江戸時代後期の享和
きょうわ

2 年（1802）に小浜
こ ば ま

の網元
あみもと

の家に生まれ、30

歳を過ぎてから国
こく

学者
がくしゃ

の 橘
たちばな

守部
のもりべ

に師事
し じ

した人物です。和歌
わ か

や国学などを学び、

橘の家学
か が く

を守るために尽くしました。その後、この影響を受けて勤皇派
きんのうは

を支援

していましたが、安政
あんせい

の大獄
たいごく

で捕らえられ、獄中で『夢
ゆめ

の浮橋
うきはし

』と題する書を稿
こう

しました。他に、遺稿
い こ う

として『昌
まさ

麿
まろ

家集
かしゅう

』などがあります。慶応
けいおう

2 年（1866）に

66 歳で死去しています。 
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市指定文化財：記念物（史跡） 

指定年月日：昭和 39 年 3 月 25 日  

所在地：木更津市小浜 

所有者：個人 

員数：1基 

公開・非公開の別：非公開 
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